












































招聘され、 「化学と物理」 担当 福井に赴任してきたのは明治四年
（一八七一）
三






新館内に設ける化学所の設計であり 同時に化学の教科書の編集も行っている。また グリフィスは日常生活の中で「散歩」を日課として重視しており、福井城下とその周辺地域を朝・昼・晩随時散策し、簡潔ながら的確に観察したものを日記に記録 てい 。その中には寺社の祭礼や芝居見物、銭湯など得難い行事や風俗の記録も多い。　
日記を読み進める折、絶えず参照したのが







本書は、 「１．グリフィスの生涯」 、 「２．
お雇い科学教師グリフィス」 、 「３．福井の英学」 、 「４．グ 日記（英文・和訳） 」で構成されているが、これまでグリフィスに傾倒してきた研究の厚みと、執筆の労苦がうかがえて深い感銘を受けた。
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